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こんにちは桃色ウサヒの中の人です。

3 月 22 日に僕のお仕事のパートナーとなる

「桃色ウサヒの弟子募集（4 月 12 日締切）」の公募がスタートとなりました。

地域おこし協力隊として、地域の情報を取材して

デザインや冊子編集の技術を働きながら磨いてもらうジャーナリスト志望の人材を募集してい

ます。

もちろん、業界経験者も応募可能です！

一緒に朝日町を盛り上げましょう。

・・・といった経緯もあり。

他の地域おこし協力隊でチーム活動している協力隊のみんなから

今後の活動のアドバイスをもらおうと

中の人は協力隊の活動事例を知る旅に出ることにしました。

まずは 3月 16 日

遊佐町の地域おこし協力隊の岡部さん・鍋内さんのもとへ



▲この日は地元の人たちへの今年度の報告会をしていました。

遊佐の協力隊は、地域活動のサポートがメインのお仕事で、

岡部さんは、遊佐の食品の 6次産業化のお手伝いなんかをしています。

報告会には、他県の大学から社会学の先生を呼んで

地域が今後どうしていきたいかを考えるワークショップも行っていました。



▲5年後、10 年後、具体的にどうしたいのかを聞き取る先生たち。

何歳くらいで跡取りが欲しいのかなどなど、かなり突っ込んだ質問が飛び交います。

▲みんなの将来像を、事細かに書きだしたボード

地域の衰退を止めたいのなら、ここまで細かく未来をシュミレーションする必要があります。



地域を真剣に存続させるために話し合う場に立ち会うことができました。

翌日は最上町の協力隊を訪ねて前森高原へ。

この日は、協力隊が企画したイベント「灯々祭」の当日でした。

（灯々祭とは＞＞）

最上町の協力隊は

建築の大学院を出た鈴木さんと

福祉教育の大学院を出た山上さんの 2名が、

地域情報の紹介や、個々の特技を生かして地域行事のお手伝いをしています。

ウサヒのお仕事でもたびたびお世話になっている 2名が行う

最後のイベント（任期 3年目を迎えるため）ということで

僕も応援にいってきました。



▲参加者のみんなでつくったスノーランタンは全部で 2000 個

▲日が暮れるにつれて観客もあつまり・・・・



▲太陽が沈むとこんな感じになります

ちなみに、ふたりとも今年度で任期を終えるため

最上町には新たに 5名の協力隊が入ることになったそうです。

2 つの地域の協力隊から、公募の際の注意点や、

活動しやすい体制とはどんなものかをアドバイスいただきました。

彼らの意見が今回の募集要綱にもかなり反映されています。

ちなみに、僕も協力隊の任期が間もなく切れるのですが、

朝日町からのご提案によって来年度は「情報交流アドバイザー」という新しい職を用意してい

ただきました。

簡単に言うと、「ウサヒを継続」です！

新しく入る仲間とともに、楽しく朝日町の情報発信ができればと思っています。

そんな感じで無事に継続が決まり、穏やかな心持で迎えた次の週は



J リーグの応援で、モンテディオ山形のホーム 2戦（VS 栃木）を応援してきました。

▲ディーオ君とペロリン先生と一緒にスタジアムの外を盛り上げる。

この日は、最優秀選手賞に朝日町のロイフェンからプレゼントがあるため

朝日町 PRのためにも絶対負けられない試合でした。

▲ロイフェンは、ダチョウのフランクフルト（韋駄天フランク）を

スタジアムで販売しています。



気になる試合は

前半の劣勢を見事にはねのけ 2－1 でモンテの勝利。

選手の頑張り、サポーターの応援はもちろんのこと

今回の勝利はペロリン先生の逆立ち力もかかわっているのではないかと思います

▲おいしい山形の本気が勝利を呼び込む

J リーグ応援をはさんで中の人の視察はまだまだ続きます。

岡山県の協力隊のもとに視察へ！

そこで起こった珍事件と大歓迎の軌跡は、次回の日記で紹介します



▲まさかの棚田でハイテクマシンの登場



▲刈り払いに参加

もしかして、いつも以上に重労働？？？

▲え・・・・ウサヒってこんなに人気なの？？

踊りあり、スポーツありの西の協力隊の活躍をウサヒが追います！！（動画もあるよ）


